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　補助ツールの使い方について　

１．「おくすり購入時質問シート」について

　これらは、聴覚障害の患者さんが薬局にお薬を買いにこられたとき、自分の症状や買いた

いお薬を薬剤師に伝えていただくためのツールです。

　カウンターあるいは商品陳列棚のそばに ペン（ホワイトボードマーカー）と 本シート を

置きます。

　筆談などで薬剤師が患者さんの主訴を伺いながら、確認のため本ツールを使用します。あ

るいは患者さんが直接自分の症状に当てはまるものに○印をつけ、薬剤師に提示してもらい

ます。
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２．「用法のツール」について

　このツールは、薬剤師が患者さんに服薬指導を行うに当たり、お薬の飲み方や使い方につ

いて、指で指し示しながら説明することを想定したものです。筆談の補助としてご利用くだ

さい。

　また、必要であれば、当用紙をコピーし、薬剤の包装や薬袋などに貼って患者さんにお渡

しします。
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３．「FAX質問シート」について

　これは、お薬をお渡しした患者さんが自宅に帰られた後、薬剤師に質問したくなったとき

に利用してもらうための用紙です。

　お薬をお渡しするときに、一緒にこの用紙を患者さんにお渡しします。初めての方には、

用紙の内容の概要、記入の仕方、用紙の送り方など、使い方を説明します。

　返信の方法（FAX、メール、電話など）についても、必ず患者さん本人にご確認くださ

い。もし電話での回答を希望される場合は、電話番号の他、代理人の氏名を伺うようにしま

しょう。

　実際に質問を受けたあとの対応は、本マニュアル（７ページ）を参照ください。
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４．「初回質問票」について

　これは、初めて処方せんをお持ちになった患者さんに対して、患者さんの体質、アレル

ギー歴、併用薬、副作用の経験など、お薬を安全にお使いになる上で、基本となる質問事項

をまとめたものです。（現在皆様の薬局で使用している初回アンケート用紙を、わかりやす

くイラストを加えるなどして利用しても良いと思います）

　処方せん受付の際に本ツールを患者さんにお渡しし、記入をお願いします。その他必要と

なる事項は、筆談で確認しながら、用紙に追記していきます。
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５．「おくすり説明シート」について

　これらのツールは、調剤薬、OTCなどを患者さんにお渡しする際、説明事項を記入し、患

者さんにお渡しするためのものです。

　調剤薬の場合は、レセコンなどによる薬剤情報提供文書、およびお薬の用法や基本的な注

意事項をあらかじめ記入して準備し、これに筆談の内容、質疑の内容なども加え、患者さん

にお渡します。

　OTCの場合は、添付文書や使用上の注意など、お薬の説明書に本シートを添付し、筆談に

よる説明内容や、質疑内容を追記し、患者さんにお渡しします。
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６．「目薬の使い方」について

　これは、２種類以上の点眼薬を患者さんへお渡しする際に、その点眼薬の使う順番や、注

意点を一目で確認できるようにしたツールです。

　調剤薬の場合は、あらかじめ使用例のように書いてから、服薬説明し、筆談の中から必要

事項や質疑内容など書き加え、お薬と一緒にお渡しします。

　OTCの場合は、添付文書や使用上の注意、併用薬などを確認しながら、お薬の説明書に本

シートを添付し、筆談による説明内容や、質疑内容を追記し、患者さんにお渡しします。
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７．「ぜんそく吸入剤の使い方」について

　これは、ぜんそくで２種類以上の吸入剤をもらうことになった患者さんに、吸入剤の使用

順や注意点について一目で確認できるようにするためのツールです。

　あらかじめ基本となる用法・注意事項を書いてから、服薬説明し、必要となる筆談内容や

質疑事項などを書き加えて、お薬と一緒にお渡しします。
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８．「次回来局時『申し送り』用紙」について

　このツールは、次回来局したとき、患者さんに、お薬がきちんとお使いいただけたか、副

作用などの不都合が生じなかったか、といった、薬剤師側から患者さんに質問していきたい

項目をまとめるためのツールです。

　薬歴記入の際、本シートにも記入し、薬歴簿と一緒に保管します。

　次回の服薬説明のとき、お薬と一緒にこのツールを患者さんに提示しながら、筆談による

服薬指導をを進めます。

　このツールは、患者さんにお渡しするものではありません。


